
１．はじめに

日本の気候による地域区分の研究は，古くから沢山

なされている．吉野（2003）の総説によると，明治16

年（1883年）頃には日本を７地域に分けた「本邦気象

区画」が制定されており，19世紀末には天気予報や暴

風警報などに，この気象区画が利用されたと紹介され

ている．これは中川（1899）の研究によるものと考え

られる．その後，地域区分に関する多くの研究が，福

井（1928），関口（1959），鈴木（1962），前島（1958，

1968），吉野・甲斐（1977）などによってなされてい

る．その多くは，気温と降水量の２つを気候による地

域区分の主な指標として用いている．

降水量のみを用いて日本の地域区分を行った研究

（菊地原 1981）もある．野本ほか（1983）は，年降水

量と月降水量の年変化を組み合わせて日本を16地域に

区分した．井上・松本（2005）は，年降水量に対する

降水量の通年半旬別平年値の比を用いたクラスター分

析によって日本を７地域に区分している．彼らのクラ

スター分析法では，地域区分に年降水量の違いが反映

され難い降水量比を用いている．

小泉・加藤（2012）は，地域区分に客観的手法（多

変量解析）を用いることの重要性を強調している．月

降水量に先ず主成分分析を適用し，得られた因子負荷

量のクラスター分析によって日本を９つの地域に区分

した．彼らの２段階の分析法では，東日本を南北に，

また東北地方を東西に分かれるとする日本の２地域区

分に，年降水量の違いがあまり反映されていない結果

になっているようである．また，月降水量データを利

用していることから，例えば梅雨入り梅雨明けのタイ

ミングのような細かな変化を捉えきれていない可能性

もある．

平年値の日降水量をグラフ化すると，梅雨や秋雨の

様子を明瞭なピークとして検出できるので（草薙

2012），月降水量や半旬降水量と比べて，より詳細な

降水量の年変化パターンを描くことが可能である．本

研究では，平年日降水量時系列のクラスター分析によ

る日本の気候地域区分を提案するとともに，地域平均

の降水量グラフを用いて，得られた地域の降水季節パ

ターンの特徴を調べた結果を報告する．

２．日降水量時系列データと解析方法

2.1 日降水量時系列データ

平年値の日降水量時系列データと観測地点の地理
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データは，気象庁の過去の気象データ検索サイト

（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.

php 2015.9.20閲覧）の都府県・地方の選択画面を

利用して取得した．気象官署及びアメダスのデータか

ら，各気象観測地点の緯度経度を確認しながら，でき

るだけ多くの観測地を選定して，最終的に820観測地

点の平年値の日降水量時系列データ（1981-2010年）

をダウンロードした．

2.2 クラスター分析法

820観測地点の平年日降水量時系列データに，クラ

スター分析法を適用し，日本をいくつかの地域に区分

することを試みた．観測地点 iの日降水量データを

X ，…，X （p＝365），観測地点 jについて同様の

データをX ，…，X とすると，観測地点 iと jの

平年日降水量の年変化の類似度を表すユークリッド距

離 d は次のように定義される（日降水量の年変化が

一致すると d ＝０になる）．

d ＝∑(X －X ) (1)

クラスター分析では，ユークリッド距離の２乗が最

小になる観測地点及び既形成クラスターのペアを探し

て集団化する作業を繰り返し，順次新たなクラスター

を作ってゆく手法を用いた（階層的クラスタリング）．

既形成クラスターとのユークリッド距離の計算法にも

いくつかの手法が存在するが，本研究においては

Ward法を用いることとした．820観測地点の平年日

降水量時系列（p＝365）の類似度を数値化してデン

ドログラム（樹形図）を描き，群化された各クラス

ターの平均的な平年日降水量時系列をグラフ化し，そ

れらの特徴について調査する．

３．平年日降水量時系列に基づくクラスター分析結

果

平年日降水量時系列データを用いて，820観測地点

をクラスター分析したデンドログラムを第１図に示

す．横軸はユークリッド距離 d を表す．

820観測地点の母集団に対し，順次クラスター化さ

れていく様子が可視化されており，最終的に，デンド

ログラム右側の１つのクラスター，すなわち，全国平

均の平年日降水量時系列に集約されることを，第１図

は示している．したがって，右側になるほどユーク

リッド距離 d の２乗が遠いペアをクラスター化する

ことになる．このデンドログラムを右から逆に辿って

考察すると理解しやすい．

〝天気"63．1．

第１図 日本の820観測地点のデンドログラム
（横軸はユークリッド距離）．
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全国平均の日降水量年変化パターンが，最初にG1

群とG2群の２つのクラスターに枝分かれする（２群

化）．G1群は465観測地点，G2群は355観測地点の大

きなクラスターである．ついで，３群，４群，… に

枝分かれしていることが図からわかる．次の３群化の

過程では，G2群がG2a群（88観測地点）とG2b群

（267観測地点）に枝分かれして３つのクラスターに

なっている．

２群化されたG1群（465観測地点の平均年降水量

1301mm）とG2群（355観測地点の平均年降水量

第２図 クラスター分析による２地域及び３地域区分図，年降水量による２地域区分図，降水量等高線図の比
較．(a)クラスター法２区分，(b)クラスター法３区分，(c)年降水量２区分，(d)降水量等高線（気象
庁資料引用）．
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2185mm）を２種類に色分けして第２図aに示す．

G1群は東日本以北と瀬戸内地域が平均年降水量1301

mmの少雨地域（黄色の○印），G2群は西日本以南と

北陸日本海岸地域が平均年降水量2185mmの多雨地

域（緑色の○印）になっていることがわかる．さら

に，３群化されたG1群（465観測地点），G2a群（88

観測地点の平均年降水量2222mm）とG2b群（267観

測地点の平均年降水量2173mm）を３種類に色分けし

て第２図bに示す．３群化では第２図aの多雨地域

が北陸日本海地域（年降水量2222mm，緑色の○印）

と西日本地域（年降水量2173mm，桃色の○印）に分

かれている．比較のため，820観測地点の平年日降水

量時系列について，個別に計算した年降水量を1700

mm未満と1700mm以上の２種類に色分けした年降

水量２区分地図を第２図cに，気象庁が発表している

降水量等高線地図を第２図dに示す．第２図aは，

第２図cの年降水量２区分地図と極めてよく似てお

り，第２図dの降水量等高線地図ともよく対応して

いる．これらの関係は，クラスター分析による最初の

G1群とG2群への枝分かれは年降水量という要因に

よることを示唆する．

全国平均が２群，続いて，３群に枝分かれするとき

に働く要因を詳しく考察するため，この部分のデンド

ログラムに対応する日降水量グラフを第３図に示す

（デンドログラムとは左右逆向きに表示）．

第３図aの全国平均の日降水量グラフ（820観測地

点の個別の日降水量時系列データを加算平均合成する

ことによって得た820地点の平均降水量グラフ）は，

年降水量1685mmで明瞭な梅雨ピーク（8.5mm/日）

と少し小さい秋雨ピーク（7.0mm/日）を持つ．この

平年日降水量時系列が枝分かれしたG1群とG2群の

２地域の平均日降水量グラフでは，梅雨や秋雨ピーク

の大きさにも変化はあるが，２つのグラフにおける最

大の違いは年降水量である．第３図bに示すG1群の

平均年降水量1301mmに対して第３図cに示すG2群

の平均年降水量2185mmは約1.7倍である．また，第

１図のデンドログラムで，２群が３群に変化する過程

を第３図の日降水量グラフで見ると，G2群が枝分か

れしてできるG2a群とG2b群では，年降水量には殆

ど差はないが，日降水量グラフの形に大きな違いが見

られる．G2a群の平均降水量グラフ（第３図e）は，

冬季中心の大きな降雪とはっきりした梅雨ピークを持

ち，G2b群の平均降水量グラフ（第３図 f）は，夏季

中心の幅広い降水と大きな梅雨ピークを持っている．

以上の結果から，クラスターの２群化の過程で働く

要因は，G1群（第３図b）とG2群（第３図c）の年

降水量の大きな違いと考えられる．式(1)では観測地

点 iと jの日降水量の差を365日に渡って積算するの

で年降水量に大きな差があるとユークリッド距離 d

が大きくなる．次の，３群化でG2a群とG2b群に枝

分かれする過程で働く要因は，日降水量の年変化パ

ターンの違いに基づくと考えられる．すなわち，ほぼ

同じ大きさのシャープな梅雨ピークを除いたブロード

で期間の長い比較的大きな降水のピークが冬季にある

G2a群(第３図e)か，夏季にあるG2b群(第３図 f)

かの違いが，やはり式(1)の d の差にかなり大きく

反映する結果と考えられる．クラスターがさらに，

４群，５群…と小さく枝分かれしてゆく過程では，年

降水量と降水量の季節変化のより小さな要因が働くと

推測される．

日本（820観測地点）は，最初に，年降水量の違い

によって多雨地域と少雨地域の２地域に，次いで，夏

季と冬季の年降水量の違いによって多雨地域が２地域

に区分され日本独特の降水特性を示す３地域区分にな

ることがクラスター分析法により示された．全国平均

の降水量年変化に近いパターンを示すG1群には日本

型，G2a群には北陸日本海型，G2b群には西日本型

と仮に名付け第２図bに示した．第３図の降水量グ

ラフの大きな違いを根拠に，第２図bの３区分地図

が降水特性から見た日本の基本地域区分と考えること

ができる．

４．日本の９地域区分と降水季節パターンの特徴

4.1 日本の９地域区分地図

前節の平年日降水量時系列を用いたクラスター分析

では，式(1)を通じて，地域区分に年降水量の絶対量

の違いと季節ごとの降水量の違いを反映することが示

された．そこで，日降水量グラフの詳細な違いに注目

して日本のより詳細な地域区分を行うこと試みた．３

地域区分の地図では，日本の国土の約半分に匹敵する

北海道，関東，近畿，瀬戸内を合わせた地域がG1群

の日本型に含まれ，１つの区分地域としては大き過ぎ

る．第１図のデンドログラムにおける枝分かれの様子

と観測地点の数を考察すると，仮に，観測地点数（地

域面積）が最小のG2a群を１つの地域単位と考える

とG1群を４つに，G2b群は３つに分けることが妥当

ではないかと考えた．そして，G1群（465地点）は，

デンドログラムに示すように，C1群（123地点），C2
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群（87地点），C3群（107地点），C4群（148地点）の

４群に区分した．G2a群はそのままC5群（88地点）

とし，G2b群はC6’群（101地点），C7群（62地点），

C8群（104地点）の３群に区分した．しかし，C6’群

に含まれる奄美沖縄地方（19地点）は，C6’群の他の

地域とは地理的に遠く離れているため観測地点の数は

少ないが１つの地域と考えた．C6’群をC6群（82地

点）とC9群（19地点）に分け，最終的に，日本全土

をC1群からC9群の合計９地域に区分するのが最も

相応しいと判断した．

この９地域区分の観測地点を印分けした地図を第４

図に示す．第４図には，区分地域に含まれる観測地点

の数 nと地域の平均降水量も示している．G1群を４

分割したC1群からC4群地域は，北海道の東部地域

と西部地域の２地域と本州の関東太平洋岸を中心とす

る地域と瀬戸内海を中心とする地域の２地域に４区分

されていることがわかる．G2b群を４分割したC6群

からC9群地域は，山陰地方の地域，北部九州の地

域，九州南部から四国・紀伊半島・中部地方の一部の

地域，奄美沖縄地方の地域（地図は省略）に４区分さ

第３図 デンドログラムに対応させて描いた３つのクラスターの平均日降水量グラフ．
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れていることが示されている．これらの地理及び行政

区分を参考にして，C1群は北海道東部型，C2群は北

海道西部型，C3群は関東太平洋型，C4群は瀬戸内

海型，C5群は北陸日本海型，C6群は山陰日本海型，

G7群は北部九州型，C8群は西南太平洋型，C9群は

奄美沖縄型の地域と名付けた．気温と比べると，降雨

は局所的な地形の影響を受けやすいので区分地域が入

り組んでいるところも見られる．第２図dの降水量

等高線地図にも示されている中部山岳地域の高降水量

地域は，西南太平洋型の区分地域に含まれる．

平年日降水量時系列のクラスター分析結果の詳細な

解析から，降水特性に基づく日本の地域区分として，

第４図に示す９地域区分を提案する．

4.2 ９区分地域の降水季節パターンの特徴

９区分地域の平均降水量グラフを年降水量も含めて

第５図に示す．これらの平均降水量グラフは各区分地

域の特徴を捉えた降水量グラフになっていることを以

下で見てゆく．

第５図aと第５図bに示す北海道

２地域の平均降水量グラフは，他の７

地域とは異なって，梅雨ピークが殆ど

認められない形をしている．日本海に

面した西部型では１月の降雪ピーク

（4.2mm/日）が東部型のピーク（2.1

mm/日）の２倍の大きさがあるので，

グラフ形状から両地域は明確に区別さ

れる．年降水量も他の地域と比べて小

さい．

第５図cの関東太平洋型の地域で

は，瀬戸内海地域（第５図d）と異な

り，梅雨ピーク（6.6mm/日）より秋

雨ピーク（7.9mm/日）の方が大き

い．第５図dでは梅雨ピーク（8.5

mm/日）後の盛夏に約１ヶ月の少雨

期（3.6～4.0mm/日）があるのに対

して，第５図cは梅雨ピーク（6.6

mm/日）の後の盛夏に第５図dの約

1.5倍の降水（5.0～6.5mm/日）を示

す．

瀬戸内海型（第５図d）と山陰日本

海型（第５図 f）の平均降水量グラフ

は，全国平均の降水量グラフ（第３図

a）に形が似ているので，全国平均の

降水季節パターンを示す地域といえ

る．瀬戸内海地域の年降水量1323mmは，山陰日本

海地域1871mmに比べて３割近く少なく，多雨地域

の多い西日本（第２図a）にある少雨の地域である．

日本の降水量グラフは夏季に降水の山を示す凸型グ

ラフが一般的である．しかし，第５図eの北陸日本海

型の平均降水量グラフは，これと大きく異なり，１月

と12月にピーク降水量8.7mm/日と8.9mm/日を示す

典型的な凹型をしている．冬季の大きな降雪によるた

めで，このグラフは世界でも屈指の豪雪地帯とされる

北陸日本海地方を特徴付けるものである．年降水量

2222mmは，第５図hの西南太平洋地域の年降水量

2607mmに次いで２番目に大きい．

第５図 gの北部九州地域は，日本で最も典型的な梅

雨のある地域で，極めて大きなピーク（16.5mm/日）

が梅雨時の多雨を物語っている．

西南太平洋地域は，全国平均の梅雨ピーク（第３図

a：8.5mm/日）より大きな日降水量の日が６月３日

から10月３日まで123日も続くなど冬季を中心とする

第４図 日降水量グラフのクラスター分析による９地域区分地図
（C9群の奄美沖縄地方は省略）．
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４ヶ月以外は雨量が多くて年降水量2607mmという

世界的にも有数の多雨地域であることが第５図hの

平均降水量グラフから読み取れる．

日本で最初に梅雨が明ける奄美沖縄地方の平均降水

量グラフ（第５図 i）は，梅雨ピーク（11.0mm/日）

の大きさが北部九州型（16.5mm/日）や西南太平洋

型（16.4mm/日）地域より小さく，かつ，両地域に

はない梅雨明け後の１ヶ月ほどの少雨期（3.4～4.5

mm/日）の存在が特徴的である．

５．おわりに

平年日降水量時系列のクラスター分析から以下の結

果を得た．

（１）日本（820観測地点）は，最初に，降水量の違い

第５図 クラスター分析による９区分地域の平均降水量グラフ．(a)北海道東部型，(b)北海道西
部型，(c)関東太平洋型，(d)瀬戸内海型，(e)北陸日本海型，(f)山陰日本海型，(g)北部
九州型，(h)西南太平洋型，(i)奄美沖縄型．
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によって多雨地域と少雨地域の２地域に区分され，

次いで，この多雨地域が２地域に枝分かれして得ら

れた３地域区分が降水量に基づく基本的地域区分と

判断した．

（２）最終的な日本の地域区分として，区分地域の大

きさを考慮した９地域区分を提案した．９地域の平

均降水量グラフは各区分地域の特徴を捉えた降水量

グラフになっていることが確認された．
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